





To Control or To Develope ?
- The Dilemma in Operating Evaluation in Education of Yedo Japan -
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  橋本　昭彦 *
                                                         HASHIMOTO Akihiko
１．本稿の意図と課題
（１）本稿の意図














































































































































































































































ａ．学校試験 ａ ｄ．指導する試験・ ・
ａ ．入学試験 ｄ ．指導の参考１ １
ａ ．平常試験 ｄ ．進級可否の判定２ ２
ａ ．定期試験３
ｂ．職業試験 ｂ ｅ．選抜する試験・ ・
ｂ ．専門職業試験 ｅ ．資格の判定１ １
ｂ ．その他の職業試験 ｅ ．役職者の選考２ ２
ｃ．藩行事の試験 ｃ ｆ．統 制する試験・ ・
コントロール
ｃ ．褒賞試験 ｆ ．学習の奨励１ １



















































18 世紀後期ごろから 19 世紀にかけては褒賞の内容的拡大傾向がみられた。褒賞の一環として一定の
条件下で役職への任用・昇任をするところが出てきた。幕府がまずそのような慣行を成立させ、米
沢藩、和歌山藩、金沢藩、水戸藩、津山藩などがこれにならう形で同種の制度を導入した (28)。
























      　　　銀三枚　　　　　　　　　　　　　　　書物改
      　　　　　　                                  向井外記
　　　　今般聖堂ニおゐて門弟共学問吟味申し付け候処、何レも出精致し、右は平日教諭方行き届
　　　き候儀と相聞こえ一段之事ニ付、此節限褒美遣之候











































































辻 岸 小 山 白 根 田 篠 花 阿 大 甲 建 水 岡 岡 柴 吉 野 中 平 牧 戸
本 林 菅 石 岸 村 山 房 倍 井 斐 部 野 村 本 野 川 田 川 山 野 田 選
平 八 庄 八 三 択
久 蔵 主 八 卯 欽 金 要 左 百 銓 練 彦 友 二 好 栄 十 重 成 丈 郎 者
太 太 水 之 三 三 三 太 衛 之 一 帯 十 太 之 郎 之 次 郎 之 之 之 四 数
郎 郎 丞 郎 郎 郎 郎 門 助 郎 刀 郎 郎 助 助 郎 丞 丞 助 郎 合
計33 30 27 26 26 25 25 24 24 24 24 23 23 21 20 20 19 19 19 17 16 15 ? ?
23小学
年令
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
23四書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17易経 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
21七 書経 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○
23詩経 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18礼記 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○
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た絵である (40)。素読吟味の場合の試験法は、1795( 寛政 7) 年に「四書五経其












































































    【弘前藩・素読の評価基準】
    ・音訓錯せず句読分明なるを上と為し、音訓錯せずと雖も粗にして遅滞あるを中と為し、謬忘多
　　き者を下と為して厳に戒めて温読せしむ。
    【弘前藩・講釈の評価基準】









    【岡山藩・弁書の評価基準】
    ○上、意義論弁ともに分明通快なる者。
    ○中、意志通ずれども筆を従わせざりし者。

















































    【幕府・番入り試験の成績活用基準】
    甲乙仕方段階
    一　上は学問計りを以って御撰み相成り候事
    一　中は或る芸等宜敷く候か、又は父年数等にも候上に学問相兼ね、御沙汰に及ばれ候事









    【熊本藩・医生の試験の成績活用基準】
    ＝甲、乙…親と同等の格式で家督相続
    丙　　…親より１階級格下げで相続
    丁　　…親より２階級　　〃　　（一部は１階級のみ）
    戊、己…相続できない場合がある




があるわけではない。銀 60 匁＝金１両であるので、銀 43 匁に相当する銀１枚は金の貨幣価値に換





































身 分 成 績 旗 本 御家人 備 考
当 甲 褒詞、時服２ 褒詞、銀１０枚
主 乙 褒詞、巻物３ 褒詞、銀 ７枚 嘉永６年には巻物５に*
子 甲 褒詞、銀１５枚 褒詞、銀 ５枚
弟 乙 褒詞、銀１０枚 褒詞、銀 ３枚









































































































(1) R.P. ドーア、松居弘道訳『学歴社会　新しい文明病』（岩波書店、1978 年）、103 ページ。
(2) 中教審や臨教審の答申などを参照。文部科学省ホームページ「審議会情報」のコーナーを参照。http://
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Asiatic Library ）蔵、による。「学問所御試弁書并御達書」（早稲田大学図書館蔵）所収の「経義式」には























維新期における「学校」の組織化』（多賀出版、1996 年）517-540 頁を参照。 
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